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このたよりが 100号を迎えました 
 

 この『伊深まちづくり協議会だより』は今月号で発刊100号を迎えました。平成21（2009）年度に

当協議会の活動が始まると同時にこの“たより”も発刊され、当初は不定期刊でしたが、同 26

（2014）年度からは月刊となり、活動開始 13 年目にして 100 号の大台を迎えることができました。

これを機に協議会の歩みを誌面を通して振り返るとともに、よりよい誌面づくりに向けて新たなスタ

ートにしたいと思います。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

たより 100号発刊にあたって 

 

伊深まちづくり協議会    会長 小林喜典 

 

まちづくり協議会の活動に対して、皆さんにはご理解とご協力をたまわり 

厚くお礼申し上げます。 

今回、「伊深まちづくり協議会だより」が 100号の発行となりました。 

第 1号の発行は平成 21年 11月、「住み続けたい」「住んでみたい」伊深にするためにご協力をお

願いします・・と書いてありました。 

初期には「秋冬の野菜作り講座」があり、地区外の方々と楽しく交流しながら活動しているようす

をお伝えしました。 

平成 24 年には新しい規約が決まり、同年度の会長には大矢伸司さん、25 年度には篠田洋さん、26

年度から小林となりました。伊深の名所・旧跡などを紹介する標柱づくりが 24 年度から始まりまし

た。 

毎回の紙面には、巻頭インタビュー「活き活き伊深人」があり、活躍されている方、移住されてき

た方などを紹介しました。 

その後、標柱の名所・旧跡を紹介するシリーズや 27 年度から始まったお月見コンサートや凧揚げ

大会、29年度から始まった「伊深ごはん研究会」の活動などをお伝えしました。一方、旧伊深村役場

の改装や新交流センターの建設などに向けたワークショップが始まり、そのようすもお伝えしまし

た。 

令和の時代に入り、旧伊深村役場、新交流センター、旧櫻井邸などを活かした活動が多くなる一

方、地域の助け合い活動「ちょっとたのむ輪」がスタート、遊休農地を活用したそば栽培も始まるな
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ど当協議会の活動も多面化、多様化してきました。 

こうした活動を制約ある誌面でお伝えするのは難しい面があり、今の時代ネットなどが中心です

が、紙媒体の広報紙はやはり重要です。 

「まちづくり協議会だより」を 100号まで発刊しているのは市内で伊深だけです。 

当初から関わっていただいた皆さんに感謝しながら、これからのまちづくりは、新型コロナウイル

スで活動が止まっていますが、新しいやり方を考えながら当初の思いである「住み続けたい」「住ん

でみたい」伊深にするために、これからも皆さんのご協力と参加をお願いします。 

 

たよりから見る「伊深まち協」活動の歩み   

 

◀ 創刊号（平成 21年 11月） 

第4号までは市の担当職員に作

成をお願いしていました。地

元委員で対応するようになっ

たのは第5号（平成24年8月）

からでした。 

 

▶ 野菜づくり講座のようす 

 （第 2号 平成 23年 12月） 

 

伊深まち協として初めて行った

対外イベント。子供たちの参加

もあって楽しい活動でした。 

 

◀ 企画記事「活き活き伊深人」の第 1回 

（第 9号 平成 25年 5月） 

それぞれ活躍されてきた人たちの貴重な体験談が語られました。 

▶ 「伊深の里の標柱」づくり 

完成 

（第 15号 平成 26年 5月） 

 

その後、ウォーキングや名所め

ぐりの目印などに活用されてい

ます。 
 

 

◀ 企画記事「伊深の名所・旧

跡紹介シリーズ」の第 1回 

（第 17号 平成 26年 7月） 

 

その後第33回まで続きました。 

 

▶ 「伊深のお月見会」第 1回（第 31号 平成 27年 10月） 

 

今では秋の恒例行事となりつつある「お月見会」。初回のコンサ

ートは琵琶（びわ）演奏でした。 
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以前に、伊深交流

センターで行われた

澁澤寿一さんの講演

で、澁澤さんが、

「稼ぎ」と「勤め」

について、お話され

ていたことを思い出

しました。 

お金のためにする

労働が「稼ぎ」で、 

自分たちや人のためにする労働が「勤め」と、私

は、解釈し記憶しています。 

「勤め」とは、果たさなければならないことで

あり、地域では、子どもたちが、かっこいい大人

たちの「勤め」を見て感じて育ち、そして、次世

代に脈々と受け継がれてきたのではないでしょう

か。 

 お祭りや環境整備など、こういったことも、地

域のための活動であり、こうやって、地域がつく 

られ守られてきたと思います。 

しかし、近年、受け継がれてきたことの大切さ 

 

 

 

が見失われている風潮があります。 

こういった視点で考えますと、まさに、伊深

まちづくり協議会は、持続可能な地域といった

大きな課題の解決に向けて活動され、私たち

は、見習いたいと思いますし、感謝の念に堪え

ません。 

以前につくられた「伊深まちづくり構想」に

あるまちづくりビジョンには、 

い（伊）いまちは、深い。 

～中略～ 

ないものねだりではなく、あるものを守

り、育て、深めたり、新しいものを生み、組

み合わせていくこと。 

一見「遠回り」に見えるかも知れないけれ

ど、そんな伊深ライフを「笑顔」で楽しめた

なら、このまちは、もっとあなたの「ふるさ

と」になる。 

とあります。 

読み返して、また、感動しました。 

ありがとうございます。 

 

 

◀ 「凧あげ大会」第 1回（第 36号 平成 28年 3月） 

こちらも冬の恒例行事となりつつある「凧あげ大会」。“電柱の

ない田んぼで思いっきり凧あげを楽しもう”がキャッチフレー

ズ。最後の「ぜんざい」もお楽しみです。 

  

 
▲ 旧伊深村役場がリニューア

ルオープン 

（第 58号 平成 30年 6月） 

国の登録有形文化財の指定を受

け、旧役場庁舎がよみがえりま

した。 

 
▲ 小さな手助け「ちょっとた

のむ輪」が始まります（第 66号 

平成 31年 2月） 

「人にやさしいまち＝伊深」を

実現するささやかな活動です。 

 

▲ 「伊深ごはん研究会の活動」

第 1回 

（第 48号 平成 29年 7月） 

 

新交流センター完成前から始

まり、完成後、より活発化して

います。 

〔寄稿〕 伊深まち協だより100号発刊に寄せて  

 

美濃加茂市 

市民協働部長 

山 田 尚 樹氏 
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◀ 新交流センター外観 

（第 83号 令和 3年 1月） 

 

伊深町民待望の新交流センター完成を間近に

A3見開きで外観を紹介しました。 

旧伊深村役場、新交流センターの完成で伊深

中心部の風景が一変し新たな歴史が始まりま

した。 

 
▲ 学童クッキング 

（第 90号 令和 3年 9月） 

 

新交流センター活用の具体的成

果の一例として紹介しました。 

 
▲ 旧櫻井邸で「伊深御膳」の

ふるまい 

（第 98号 令和 4年 6月） 

 

昭和初期に使われていたお膳を

使って伊深の郷土料理を提供し

ました。 

 
▲ 伊深ほたるコンサート 

（第 99号 令和 4年 7月） 

 

新交流センターでは初の演奏会

となり、寄贈された音響設備の

お披露目公演ともなりました。 

 

7月定例会（7.20（水））の
あらまし 

●協議：  
１．そば打ち道場（講習会）開

催について 開催時期につい 

て、11 月中とし、（昼 5 名＋夜 5 名）×1 回/

週×3週 で開催することにした。 

２．ごはん研究会関係 夏休み中の「学童クッ

キング」は 57人に対応、「伊深食堂」は 9月

末～10 月に実施の予定とすることを了承し

た。 

３．旧ゲートボール場横の栴檀（せんだん）伐採

について 伐採時期は冬とし、材を木工用に利

用できないか検討することとした。 

４．お月見コンサートについて 新型コロナの情

勢は別途検討とし、10.8（土）に実施する方向で

細部を詰めることとした。 

●報告：  

１．春そば栽培状況について お盆明けころに収

穫予定。 

２．JA 倉庫内の棚設置について 他の団体と共

同で設置し応分の負担を行う。 

３．その他 当面の行事等について確認。 

 

伊深まちづくり協議会だより     第 100号 

２０２２．８．１発行 （毎月 1回 1日発行）                               

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典 

事務局   美濃加茂市伊深町９２７－１ 

伊深交流センター内 

電話 0574-29-1395  FAX 0574-29-0001 

 ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

協議会 

の動き 


